
穴水町

能登町

輪島市

珠洲市

1,062
309
478
746
308

2,903
9,293
31.2

43
18
24
39
15

139
468
29.7

45
22
25
42
18

152
597
25.5

73
28
45
56
28

230
1,043
22.1

160
36
58

101
42

397
1,338
29.7

829
245
375
589
238

2,276
6,912
32.9

911
326
459
710
354

2,760
9,756
28.3

23
14
1

15
-

53
416
12.7

1,107
331
503
788
326

3,055
9,890
30.9

（資料：R3年石川県統計書、2020年農林業センサス）

 （令和5年3月末現在）

（令和5年3月末現在）
（令和5年3月末現在）

ha

（すいか～花き類は令和5年3月末現在、農林総合事務所調べ。乳用牛～採卵鶏は令和4年2月現在、畜産振興・防疫対策課調べ）
 野菜・花き類の単位はha、乳用牛～豚の単位は頭、採卵鶏の単位は千羽

※四捨五入による端数処理のため、内訳の和が計に
　一致しない。

●新規就農者の営農定着支援

●集落営農組織への経営指導

●能登牛生産農場

356
356

4,202
7,165

11,367

155
350
505

155
48

203

0.1
16.1
16.2

1.3
5.8
7.1

市町名 協定数 交付面積

7.7
80.0
87.7

0.4
8.5
8.9

1.9
1.9

0.9
0.9

3.6
3.6

7.1
3.5

10.6

8.8
4.9

13.7
15.7
15.7

37.8
37.8

●県営ほ場整備事業　伊久留地区 （七尾市）

●農地の大区画化・汎用化による農業の体質強化を図ります●多様な担い手の育成に取り組んでいます

牡蠣の養殖

ほ場

能登野菜

お熊甲祭

世界農業遺産
「能登の里山里海」

URL　http://www.pref.ishikawa.lg.jp/nanaonourin/zentai/index.html

羽咋市石野町へ31

令和5年5月発行

のと里山海道
５１

のと里
山空港

令和4年4月1日現在

収益のある農産物により、担い手と
地域農業の発展を目指しています

希望に満ちあふれた農業農村を
目指しています

森林・林業の再生、県産材の
安定供給を目指しています

　消費動向や流通事情の変化等に対応して担い手の育成や地域の特徴を生かした
農畜産物づくり、個性ある地域づくりを目指し、普及活動を行っています。

　農地の区画を大きくするとともに農道・用排水路の再配置整備を一体的に実施し、大型農業機械の導入が可能な生産基盤を
造成します。これにより農業生産性を高め、地域の中心となる農業の担い手に農地を集積して大規模経営ができるようにします。
また、農地中間管理権を地区全域に設定する等の要件を満たすことで農家負担のかからない区画整理事業も可能となりました。

●環境にやさしい農業を推進しています
　県は、たい肥等などによる土づくり、化学合成肥料・農薬の低減を一体的に行う農業
者を「エコ農業者」として認定しています。

●食育・地産地消の推進による地元農産物の消費拡大に努めています
　食への安心安全意識が高まる中、学校給食や一般家庭における地元食材の需要は高まってきています。このことから、学校
給食への地元食材の導入及び供給拡大を推進する一方で、児童を対象とした食に関する体験の場を通じて食と農について
の理解促進を図りながら地産地消を推進しています。
　いしかわ田んぼの学校推進プロジェクトでは、小学校を対象に田植えから稲刈りまでの米づくり体験や水田を取り巻く生物
の観察、収穫祭の開催などの活動支援を行っています。
　また、農産物直売所に対する期待も高まっていることから、直売所としての活動のあり方や消費者に対する信頼の確保など、
関係者の意識の向上を図る研修を実施しています。

　森林の健全な育成と、県産材の安定供給を担う林業と木材産業の活性化に取り組ん
でいます。

　食を支える農業の体質を強化するため、水（農業用水、農業水利施設）と土（農地）を整備するとともに、
世界農業遺産に認定された能登の里山の価値を維持・向上させるため、水と土を保全していきます。

●環境保全型農業を支援しています

食の安全・安心の取組を支援しています

農林水産業の６次産業化による地域活性化を
支援しています

●中山間地域を保全しています
　中山間地域の条件不利な農地で営農する農業者を支
援する「中山間地域等直接支払制度」を推進し、農業生産
の維持を図りつつ、多面的機能の確保に努めています。

●都市と農村をつなぐ活動を行っています
　ボランティアとして農村の活動に協力したい都市住民や企業等からなる「農村役立ち隊」と、ボランティアの受入れを希望
する集落や地区組織からなる「受け入れ隊」との協働活動によって、農業生産の維持・拡大や多面的機能の確保、隊員間
の交流など、中山間地域を活性化させるための活動を実施しています。

里山の再生や保全を支援しています
　世界農業遺産に認定された能登の里山里海を後生に引き継ぐため、さまざまな取組を行っています。

（令和4年産）

（ha）

（令和5年3月末現在）

123
242
365

179
298
477

51
64

115

水　稲

農業法人数 認定農業者数
法人 人 人

地　区
七 尾 鹿 島
羽 咋 郡 市

計

農業振興協議会会員数

地　区
七尾鹿島
羽咋郡市

計

大　麦 大　豆 そ　ば

●GIに登録された能登志賀ころ柿

地理的表示（GI）保護制度

●能登白ねぎの現地検討 ●生産拡大への講習会

●田植え ●草刈 ●稲刈り

●高性能林業機械による間伐 ●県産材の活用（合板工場）

●施業地の集約化や路網整備による効率的な施業と主間伐材の利用を進めています
　主間伐等の施業地の集約化や、林業専用道、森林作業道等の路網整備を進め、高性能林業機械を効率的に活用し、
事業コストの軽減を図ると共に、これまで利用されていなかった間伐材等も、合板工場等で有効に利用するよう進めていま
す。

●企業の農業参入を支援しています

●手入れ不足人工林の整備を進めています
　平成31年度に創設された森林環境譲与税を活用し、管内の市町と連携して手入れ不足人工林の整備（間伐）を進め、
水源のかん養や山地災害の防止などの森林の持つ公益的機能の向上に努めています。また、いしかわ森林環境税を活
用し、「放置竹林の除去」や野生獣の出没を抑制するための「緩衝帯整備」等に取り組んでいます。

●森林の持つ保安機能の維持向上に努めています
　森林の維持・造成を行うことにより、山地災害からの生命・財産を保全し、また水源林のかん養や生活環境の保全・形成を
図り、県民の安全・安心な生活の確保に努めています。
　治山工事には、土砂の流出・崩壊防止及びその復旧のための渓間・山腹工事や海岸林などの森林整備工事があります。

●山腹工事による復旧（羽咋市福水町地内） ●渓間工事による復旧（鹿島郡中能登町良川地内）

●基幹林道（城石線）

手入れ不足人工林 森林整備（間伐）後
●緩衝帯整備（森林の見通しを良くするための伐採、藪の刈払い）

●林業専用道（土川2号線） ●森林作業道（利用間伐）

整備前 整備後

●老朽ため池整備事業
　猪の谷第３地区（志賀町）

●基幹排水対策特別事業
　大槻・西三階地区（七尾市西三階町）

●用排水施設整備事業
　中能登地区（中能登町能登部上）

●水路整備による排水不良の解消と洪水被害を防止します
　基幹的な排水路の整備を行い、排水不良を解消することによって、転作の定着を推進しています。また、狭小な水路を改修
することによって洪水被害を防止します。

●災害に強い農村社会の形成を図ります
　老朽化しているため池等を、危険度判定などに基づき改修することによって、農業用水の安定的供給やため池の決壊等
による災害を未然に防止し、農地のみならず民家、人命、公共施設等を保全します。

●農村の協働力を活かした地域資源の保全管理を図ります

●能登野菜等の生産振興に取り組んでいます

●収益力を高める新たな水田営農を展開しています

●百万石の極みなど特色あるブランド化品目の生産安定を支援しています

　地域協働による農地法面の草刈や、水路の泥上げ、農道の路面維持などの活動や水路・農道等の施設補修、植栽やビ
オトープづくりなどの取り組みへの支援を行い、地域主体の保全管理の体制を強化します。

●ため池の水抜き点検を実施し、補修必要箇
　所を補修（自主施工）（中能登町能登部上）

●水路の布施替え（段差の解消）と目地
　部分の補修

（令和5年3月末現在　出典：ほ場整備事業便覧）

（令和4年3月末現在）（資料：R3石川県森林・林業要覧）

路網整備の現況民有林の現況

エコ農業者認定者数（令和5年3月末現在）

78.8
78.0
90.4
77.4
81.0
81.3
83.9

1,790
1,026
1,827
1,591

927
7,162

22,725

23%

19%

23%

22%

734

400

752

  36.80

3,161

2,077

3,262

33.79

2,271
1,314
2,021
2,056
1,144
8,806

27,067

（令和5年3月末現在　出典：農業水利・防災事業便覧）

2049954519

縮小 手

農業用ため池の状況（危険度判定・改修数など）

多面的機能支払の構成

多面的機能
支払交付金

農地維持
支払交付金

資源向上
支払交付金

①地域資源の基礎的な
　保全活動
②地域資源の適切な保全
　管理のための推進活動

①施設の軽微な補修
②農村環境保全活動
③多面的機能の増進を
　図る活動

施設の長寿命化のための
活動

（令和5年3月末現在） （令和5年3月末現在）

345
288
77

710

区　　分 数　　値
県全体 管　内

県全体に
占める割合

26%
－

28%
17%
22%

26,100
51%

14,014
23,206
5,111

99,763
40%

49,580
140,471 
22,841

区　　分

面　積
　率
材　積
面　積
材　積

人工林

天然林

（ha）
（%）

（千m3）
（ha）

（千m3）

数　　値
県全体 管　内

県全体に
占める割合

管　理　部

農業振興部 土地改良部 森　林　部

85
32
1

64
4

186

1,898
1,308
1,800
1,804

671
7,481

認定者数 取組面積（ha）

いしかわ里山振興ファンド採択件数

1

12

77

299

年度

管内計

県全体

H23 計

5

18

H24

4

19

H25

5

18

H26

5

19

H27

7

37

H28

10

25

H29

13

30

H30

9

26

R元

6

20

R2

7

35

R3

5

40

R4

七　尾　市　大　呑　地　区

エコマーク

　エコ農業の実施に併せて、「ふゆみずたんぼ」や「有機
農業」等の生物多様性の保全に効果の高い取組を行う農
業者を支援しています。

平成21年の農地法改正により、一般企業でも農地の貸借ができるようになり、農業参入しやすくなりました。　
食品製造業や小売業、建設業など、他産業から参入した各企業がその業種を活かして、野菜等の栽培に取り組んでい
ます。

・
・

・

・
・
・

●いしかわ里山振興ファンドを活用した地域の産業を支援します

農林漁業者が、生産活動を軸にしながら、加工や販売、サービス（外食産業や飲食業、宿泊
業等を含む）など2次産業、3次産業の要素を取り込んで経営の多角化・高度化を行うこと。

能登産の食用花や規格外野菜を活用した
オリジナルピクルス等の開発
新たな特産品板ワカメ等の開発
炭焼きの復活による木炭の商品化
千里浜の漂着物であるビーチグラス等を活
用した土産物の開発 等

農林水産業の6次産業化とは
石川県における考え方

※加工だけ、あるいは販売だけを取り込むタイプや、それらの全てを取り込むタイプなど多様。
　農林漁業者が主体性を持ちつつ販売や加工は専門業者に委ねる形（農商工連携）もあります。

■6次産業化パターン例
自社で加工し

（一部委託加工含む）、
小売店等に販売

パターン①

パターン②

パターン③

＆

＆

＆ ＆

農林漁業者の
所得の増大や
地域活性化に

結びつける
ビジネスに

展開
自社で加工し
直売所等で直接販売

自社生産物を
直売所等で直接販売

生 産
生 産
生 産

加 工
販売・サービス

販売・サービス加 工

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・

付加価値

七 尾 市
中 能 登 町
羽 咋 市
志 賀 町
宝達志水町
　 計 　

市町名

市　町　名

市 町 名
七 尾 市
中 能 登 町
羽 咋 市
志 賀 町
宝達志水町
管 内 計
県 全 体

のと里山空港

能登❽❸❹❶たんぼづくり運動
や⑧：
さ③：
し④：
い①：

整 粒 歩 合
化学肥料農薬
取 り 組 み
米 づ く り

80%以上
3割削減
4地域（全能登）一体
オンリー1

※4地域とは、羽咋郡市・七尾鹿島・輪島鳳珠・珠洲の能登全体

●ひゃくまん穀、百万石乃白の増収・品質向上に取り組んでいます。
●ルビーロマン、エアリーフローラ、能登志賀ころ柿、能登牛の生産拡大・生産安定に取り組んでいます。

●施肥改善や的確な防除により良質米を生産
　し、環境と調和した「能登米の推進
　（能登⑧③④①たんぼづくり運動）」に取
　り組んでいます。
●水稲直播栽培など、労力分散や低コスト栽
　培をすすめています。
●大麦や大豆など水田転換作物の増収・生産
　拡大を推進しています。

●能登野菜は18品目（特産野菜11品目、伝統野菜7品目）が認定されています。
●能登すいか、能登白ねぎ等特産野菜は栽培指針や出荷規格の統一、中島菜、神子原くわい等伝統
　野菜は品質向上や産地拡大を推進しています。
●新たな需要に応じた園芸品目の生産拡大を推進しています。
●環境に優しい地域循環型農業を推進しています。
●イベントへの参加やパンフレット・のぼり旗の作成等によりPR活動を行っています。

94
69
35
35
42

275
747

295
202
227
99

107
930

2,676

エコ農業者認定団体構成員数（令和5年3月末現在）

97
722
151

1,360
29
8
6

45
31
15

220
14

49
86

135

62
26
88

53
130
183

うち直播栽培
41

261
302

2,880
3,997
6,877

農業用
ため池数

改修済み
ため池優先度が高い（A）早急な整備が望まれる（B）緊急性が低い（C）

防災重点ため池

832 366

公 道 等

林　　道

作 業 道

路網密度

（km）

（km）

（km）

（m/ha）

林
内
道
路

構成員（人）団　体　名
能登白ねぎ部会
能登米生産者協議会はくい支部
能登米生産者協議会志賀支部
能登米生産者協議会能登わかば支部
ＪＡはくい白ねぎ部会
のと里山自然栽培部会
志雄施設園芸生産組合
ＪＡはくい押水いちじく部会
ＪＡはくいぶどう部会
ＪＡ志賀白ねぎ部会
志賀農業協同組合
JA能登わかば越路かぶら会

38
16
6

21
13
94

610
307
116
347
384

1,764

（令和5年3月末現在）

ha
市町名 組織数 交付面積

七 尾 市
中 能 登 町
羽 咋 市
志 賀 町
宝達志水町
　 計 　

11
4
3
0
1

19

107.7
53.9
17.4
0.0
7.9

186.9

品質、社会的評価その他の確立し
た特性が産地と結び付いている産
品について、その名称を知的財産
として保護する制度

（資料：R3～4年北陸農林水産統計年報、R3石川県森林・林業要覧）※四捨五入による端数整理のため、内訳の和が計に一致しないことがある。

3,000
1,530
 2,080
2,270
1,240

10,120

373
121
180
617
220

1,511

65
6
5

45
45

166

113
568
56

207
363

1,307

20,084
4,405
2,759

15,702
6,431

49,381

  20,329
5,036
 2,875
16,105
6,979

51,324

31,829
8,945
8,185

24,676
11,151
84,786

3,373
1,651
2,260
2,887
1,460

11,631

67
57
55

151
140
470

●大麦による収益確保●水稲V溝直播の導入支援

＜管内における取組事例＞

(担い手）

労働生産性を向上させ、担い手の経営規模
拡大による生産コスト低減を実現

(小規模農家など）

農林業経営体数

耕地及び森林面積

農業経営体（総数）
基幹的農業
従事者（人）

林業経営体
（経営体）

副業的主業 準主業
主副業別

農業経営体（個人経営体）

法人経営体
団体経営体市 町 名 個人経営体


